

























































































































































































































































　具体的には，2018 年 7 月の「教育実習の研究」授業時に履修者に対し調査の説明がな
され，実習が前期中に終了する場合は 2018 年 8 月末までに，実習が後期になる場合は実
























































Fac.I：生き方 19.63　（3.38） 19.29（3.09）  20.25　（4.65）
Fac.II：他者との関わり方 20.00　（3.08） 20.06（2.86）  18.75　（5.97）
Fac.III：情緒不安定でないこと 17.28　（3.41） 16.78（3.51）  18.25　（5.12）
Fac.IV：自信・自己信頼に欠けていないこと 15.30　（3.57） 14.80（3.58）  18.25　（2.75）
Fac.V：自分自身への満足感 15.92　（3.41） 15.82（3.02）  14.25　（2.36）








































Fac.I：生き方 .095 .116 .152 .236＊＊ .235＊＊ .101 .210＊＊ .350＊＊ .255＊＊ .251＊＊
Fac.II：他者との
関わり方
.093 .113 .133 .160＊ .293＊＊ .221＊＊ .237＊＊ .413＊＊ .398＊＊ .326＊＊
Fac.III：情緒不
安定でないこと




-.045 .083 .054 .026 .046 .074 .086 .240＊＊ .037 .077
Fac.V：自分自身
への満足感
.076 .165＊ .126 .143 .067 .180＊ .182＊ .168＊ .161＊ .192＊
自己受容性［C］
（合計）
.076 .175＊ .170＊ .200＊ .219＊＊ .267＊＊ .282＊＊ .384＊＊ .293＊＊ .324＊＊
＊p<.05，＊＊p<.01
―36―













Ｂ評価とＣ評価をプールしたＢ＋Ｃ評価（合格者 7名／それ以外 48 名；合格率 12.7％）



















Ａ評価 25（16.4%） 72（47.4%） 97　（63.8%）
Ｂ評価 7　（4.6%） 44（28.9%） 51　（33.6%）
Ｃ評価 0　（0.0%） 4　（2.6%） 4 　（2.6%）


























（Ⅰ）教授・学習の指導 21.47（2.68）  20.17（3.45）   t［150］=1.98，p<.05
（Ⅱ）生徒の指導 20.44（3.11）  19.48（3.38）
（Ⅲ）教師としての適性 21.84（2.69）  20.64（3.64）
（Ⅳ）勤務の状況 23.56（2.05）  23.08（2.91）
【自己評価項目】
（1）生徒がよく理解できる授業を行うことができた。 67.97（13.25）  66.32（13.42）
（2）学習指導案通りに授業展開ができた。 78.28（11.82）  70.19（17.49）   t［150］=2.47，p<.05
（3）教材研究を十分に行って生徒に提示できた。 72.81（14.92）  66.32（17.38） t［55.62］=2.11，p<.05
（4）生徒とのコミュニケーションがうまくとれた。 80.31（11.50）  71.03（15.46）   t［150］=3.17，p<.01
（5）先生方とのコミュニケーションがうまくとれた。 80.00（10.70）  71.04（18.31）   t［150］=2.65，p<.01
（6）教育実習全ての面において 78.16（10.59）  73.41（13.07） t［58.80］=2.14，p<.05
【自己受容尺度［C］】
Fac.I：生き方 20.69（2.42）  19.23（3.44）   t［150］=2.26，p<.05
Fac.II：他者との関わり方 21.75（2.30）  19.52（3.10）   t［150］=3.80，p<.01
Fac.III：情緒不安定でないこと 17.34（3.25）  17.08（3.54）
Fac.IV：自信・自己信頼に欠けていないこと 15.59（3.35）  15.11（3.64）
Fac.V：自分自身への満足感 16.63（3.28）  15.63（3.23）
自己受容性［C］（合計） 92.00（9.40） 86.57（10.60） t［53.97］=2.83，p<.01
セル内の数値は各尺度得点の平均．括弧内は標準偏差．
―38―
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教師の在り方について（第七次提言）．（平成 27 年 5 月 14 日）
　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/pdf/dai7_1.pdf
教育再生実行会議　2016　日本の子供たちの自己肯定感が低い現状について（文部科学省




















































 （2019.1.18 受稿，2019.2.27 受理）
―46―
千葉商大紀要　第 56 巻　第 3号（2019 年 3 月）
【抄　録】
　これまでの一連の研究から，教育実習において実習生が感じる困難さの背後に，ソーシャ
ル・スキルや日常生活スキルの問題があることが示されている。本研究では，新たに今年
度教育実習を終了した実習生 157 名を対象とし，自己受容尺度（板津，1994）と，実習に
関する自己評価および他者評価（実習校から得られた成績評価），そして教員採用試験の
合否結果との関係について検討を行った。その結果，自己受容性が他者との円滑な相互作
用を促し，教育実習の多くの場面で評価されやすいこと，さらには教員採用試験の合格に
もつながりやすいことが示された。これを受け，実習生が自己受容することの重要性につ
いて論じた。
―47―
相良麻里・相良陽一郎：教育実習に関する効果的な事前・事後教育の検討
